










































































































































御次 松竹梅 紺青 鉄線























































紺青 松竹梅 紺青 鉄線










































































































































































































































































































6 1－1 研究目的 参照
7『史料図』『東中図』には，「浅黄地」以外，地色に
関する記載がない。「金紺青」のように2色併記さ
れている場合，どちらか一方の色が地色ではないか
と考えられるが，これを裏付ける証拠を，現時点で
は見い出すことができていない。
8 尾張徳川黎明会『徳川礼典録 下巻』，1941，pp.
726772
9 永島今四朗，太田贇雄「居住総論」『朝野叢書 千
代田城大奥 上』，1892，朝野新聞社，p.125
10「居住総論」，p.125
11『史料図』『東中図』両図ともに部屋名称が書かれて
いないが，万延度本丸御殿の図とされる『江戸城本
丸大奥向総絵図』（東京国立博物館蔵）には「御次」
と書かれている。
12「居住総論」，pp.125126
13『史料図』では，仏間西入側の天井に用いられた唐
紙に関する記述はない。
14「居住総論」，p.127によると，「（前略）御鈴廊下を
隔てて東に御客座敷及び御広座敷あり」とあるが，
広座敷は玄関の北側にある部屋で，「御広間」の誤
りである。
15「居住総論」，p.127
16『東中図』には，「角うつひし」と書かれているが，
「角渦菱」のことと類推できる。
17「居住総論」，p.121
18「第四回 明治二十四年四月二十三日 大奥の事」
『旧事諮問録江戸幕府役人の証言（上）』，岩波
書店，1986，p.174
19 服部佐智子篠野志郎「江戸城本丸御殿大奥御殿向
における殿舎構成の変遷と空間構成について」『日本
建築学会計画系論文集 第74巻 第641号』p.1633
服部氏は，新御殿の部屋構成について「滞在する者
の身分や用途に対応した部屋が設けられており，機能
を明確にした部屋構成がみられる。」と指摘している。
江戸城本丸御殿大奥御殿向の建物の用途について
は，服部氏による先行研究がある。服部氏は，寛永
度～万延度本丸御殿大奥の平面図を経年に整理した
うえで，明治期に入ってからの幕末期の本丸御殿大
奥に関する聞き書き『朝野叢書 千代田城大奥 上』
および「礼典附録 巻26 大奥向御規式之次第
安政年間之調」『徳川礼典録 下巻』と平面図に書
き込まれた部屋名称を照らし合わせることにより御
殿の用途を整理している。
20「居住総論」，pp.121123
21「居住総論」，p.125
22「居住総論」，p.125
23 千田堅吉『唐長の京からかみ文様譜（京都書院アー
ツコレクション）』，京都書院，1997の分類による。
（おがい まさこ 現代教養学科）
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